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SDGsへの取組み

今後もお客様のニーズを的確に捉えて品質にこだわった誠実な仕事を続け、満足･信頼いただけるサービスの
提供に努めてまいります。

【主な取組み】
・グリーン購入法に係る事業者認定取得による合板型枠判断基準に適合したものを販売
・合板、桟木等木材全般の取り扱い
・森を守り、育て、活かす取り組み

こだわりの品質

事業活動を通じて環境に配慮した取り組みを実践し、負荷の低減に努め、地球環境の保護に取り組んでまいり
ます。

【主な取組み】
・営業車のHV導入率100％
・倉庫内にLED導入
・合法木材の供給

環境に優しい活動

健康経営や働き方改革の取り組みを通して生産性を高め、働きやすく、働きがいのある職場づくりを行ってま
いります。

【主な取組み】
・ハラスメント禁止の徹底
・お客様の要望に対応するための研修の実施
・有給休暇の取得励行や住宅手当等の福利厚生制度の充実

働きがいのある職場

地域に根ざした企業として地域の発展につながる取り組みの実践により、持続可能な地域社会の実現に貢献し
てまいります。

【主な取組み】
・尾張旭市商工会青年部へ所属
・スカイワードあさひでの謎解きイベント実施
・地元人材の積極的な雇用

地域貢献



～バナナペーパーとは～

バナナペーパーは、今までは廃棄されるだけだったオーガニックバナナの茎から取った「バナナ繊維」を
原料として使用し、日本の和紙の技術を用いて作られた「フェアトレード」の紙です。

野生のシマウマ、キリン、ゾウが自由に歩くアフリカ南部にある国・ザンビアの村で繊維を取っています。
この繊維を取るという仕事のおかげで、アフリカの女性たちに雇用が生まれ、子供たちが学校に行ったり、
マラリアを予防するための蚊帳を買ったり、電気のない家にソーラーランプをつけたりすることができる
ようになりました。

環境に配慮し、アフリカの貧困層の村に雇用を生み出し、現地の人々の自立を支えるバナナペーパーは、
国連サミットで採択された「持続可能な開発目標（SDGs／Sustainable Development Goals）」の達成
の貢献につながる特徴を持っています。

※本宣言書は、バナナペーパーを使用しております。

持続可能な開発目標 SDGsとは

SDGsは、「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称で、
2015年9月に国連で採択された2030年までの国際開発目標。17の目標と169のター
ゲット達成により、「誰一人取り残さない」社会の実現に向け、途上国及び先進国で
取り組むものです。


